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写真１　調査の様子

図２　重要文化財議案説明書別添目録　図１　ポスター

　　　　　　　　　Ⅲ　魅力発見！弥生ブランド～青谷上寺地遺跡出土品～

　　　　                             －重要文化財指定記念講演会の記録－②

　　横須賀 倫達　北浦 弘人　君嶋 俊行

　本章は、図１のとおり開催した重要文化財指

定記念講演会の第二部として以下のパネリス

ト、司会によって行った対談の記録である。

パネリスト

横須賀倫達（文化庁文化財第一課）

北浦弘人（鳥取県とっとり弥生の王国推進課）

司会

君嶋俊行（鳥取県とっとり弥生の王国推進課）

　　　　　　　　　※所属は開催当時のもの

君嶋　ここからは第二部ということで、先ほど

ご講演いただきました横須賀さんとの対談をお

送りします。

まず最初に、横須賀さんにこのたびの重要文

化財指定の調査の様子を伺いたいと思っており

ます。最終的に 1353 点というたくさんの資料

が指定となりましたけれども、これに向けて、

文化庁のご指導のもと、平成 28 年度から 30

年度までの 3 ヵ年をかけて、調査が行われま

した。調査ではいろいろご苦労もあったんじゃ

ないかと思いますが、その辺りの苦労話から

伺ってよろしいでしょうか。

横須賀　調査には、北浦さん、君嶋さんもご一

緒していただいて（写真１）、資料を並べて、

最終的には図２のようなリストにまとめていく

ために、1 点ずつどういう特徴があるのかとい

うことを議論をしながら固めていくのですが、

これを 1353 回繰り返したということになるわ

よ こ す か と も み ち
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けです。例えば、小さな玉だったりですとか、

鏃
やじり

ですとか形が単純で特徴がないものっていう

のは、数千点あろうが割と簡単といいますか、

作業がどんどん進むんですけども、何せ青谷上

寺地遺跡出土品の特徴というのは色々な種類の

ものがあって、さらに複雑な形をしたものが含

まれているということで、これを一つ一つ見る

のですごく時間がかかるんですね。大体 2 泊 3

日の予定でお邪魔して、目標を 300 点とか定

めて始めるんですけども、なかなかそこまでい

かないんですよね。ここの種類と内容の豊富さ

を示すことでもあるんですけど、そういった意

味で体力的にも頭脳的にもですね、非常に大変

な仕事だったと思ってます。ただ、もっと大変

だったのは、物を出し入れしていただいたりし

た作業員の皆さんや、表の元原稿を作っていた

だいた君嶋さんや北浦さんで、本当に鳥取県の

皆さんのご助力のおかげで、ここまでたどり着

いたと思ってますので、この場を借りて感謝の

気持ちを述べさせていただきたいと思います。

君嶋　写真１は骨角器の調査をしている様子だ

と思いますが、私も記憶がよみがえってまいり

ました。本当に一つ一つ見て、それを図２のリ

ストにあるように、文章で説明をしますので、

かなり文章力も鍛えられたことを思い出しま

す。重要文化財に指定されたということで、関

係の皆さん本当にお疲れ様でございました。

次に、青谷上寺地遺跡の重要文化財の魅力と

価値について、横須賀さんからは先ほどのご講

演の中でこの点についてお話いただいたんです

けれど、実際にこれを土の中から掘り出された

北浦さんはどのようにお考えでしょうか。

北浦　とにかく私は青谷上寺地遺跡の一番の魅

力と価値というのは、要するに弥生時代の様子

を非常にリアルに知ることができるということ

に尽きるんじゃないかなというふうに思ってい

ます。発掘調査に携わりまして思いましたこと

は、何と生々しい遺跡であろうかということで

す。要するに、遠い昔という感じではなくて、

ひょっとしたらつい最近まで使ってたんじゃな

いかと思わせるぐらいのいい状態でものが保た

れているということで、それが我々に色々なこ

とを語りかけてくるといったところだろうと

思っています。

例えば写真２の紀元前４世紀頃の貝塚ですと

か、写真３の 2000 年ぐらい前のごみ穴に捨て

られたイノシシの顎の骨の集まりのように、弥

生人たちがどんなものを食べていたのかとかと

いうことが、個別具体的に分かります。そして

写真４の人骨には鋭い金属の刃物で傷つけられ

たものも含まれていましたので、ひょっとした

らいわゆる「倭国乱」といわれているものを示

している可能性もある。さらには、形質、或い

はＤＮＡから具体的に弥生人そのものが分かっ

てきます。

また、出土状況も非常に生々しく、例えば写

真５は骨角製のヤスが 4 本束ねられている状

態で海の底に突き刺さった状態で発掘された様

子です。これまでこういう骨角製のヤス先って

全国でたくさん発見されてるんですけども、そ

の使われ方が分かっている例はほとんどないん

ですね。それから写真６は輪付土玉が出土した

様子です。土玉というのは、弥生時代から古墳

時代にかけて日本中の色々な遺跡から、それこ

そ何万とかでは足らないんじゃないかと思われ

るほど出土しているのですが、これまで一つと

してその使い方が分かっている例は見つかって

いなかったんです。ところが青谷上寺地遺跡か

らはこういうヒノキの細枝の輪っかに通して束

ねた状態で出土していますので、用途はまだ分

からないのですがこういう使われ方をしてると

いうことが生々しく伝わってきます。

写真７は、先ほど（第一部：『青谷上寺地遺

跡発掘調査研究年報 2020』収録）横須賀さん

がご紹介された琴の出土状況なんですけど、写

真８の木で組んだ台や箱が同じ場所から出土し

ていて、これらが何らかの関係性を持って当時

ここに置かれたと見ていいんだろうと思いま



Ⅲ　魅力発見！弥生ブランド～青谷上寺地遺跡出土品～

31

写真２　貝塚

写真５　組み合わせ式のヤスが出土した様子

写真７　琴・台・箱が出土した様子

写真６　輪付土玉が出土した様子

写真８　台・箱

写真９　卜骨が出土した様子

写真３　イノシシの骨が集中して出土した様子

写真４　人骨が出土した様子
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す。写真９は卜骨がまとまって出土している様

子で、先ほど横須賀さんから韓国の勒
ぬく

島
と

遺跡と

の類似性が紹介されたところですが、その占い

の作法が初めて分かった例といえます。

写真10は人骨が出土した溝の東隣の溝から、

たくさんの木製品が集積された状態で出土した

様子で、この中には写真 11 のような建築材、

つまり家の構造物といったようなものも含まれ

ています。

写真 12 は溝の上に杉の大きな木の板で蓋を

している状態というのが発掘された様子で、そ

の当時のムラの様子が生々しく伝わってきま

す。

ものづくりのリアリティが感じられる出土品

も多くあります。たくさん見つかっている鉄製

の加工具のなかには他の遺跡では見られない写

真 13 のような先端が細く耳かきのような形状

のようなものもあり、木製容器の細かいところ

の加工に用いられたと考えられます。それから

たくさん見つかっている玉関係の資料（写真

14）には、玉そのものだけでなく、原石から

加工途上のそれぞれの段階のものが全部あり、

工程がたどれるということが特筆されます。写

真 15 は、ガラスの破片や細片を集めて、それ

を溶かし直そうとしている途中のものです。大

きさは７㎜で小指の先ぐらいの小さなものなん

ですけれども、こういったものがあるというこ

とは、青谷上寺地でガラスの加工もしていたこ

とがわかるという資料になります。

それから、漁労や狩猟だけでなく、農業に関

する出土品もたくさんあります。一般にイメー

ジされる田
た

下
げ

駄
た

は板に穴が開いているものかと

思いますが、写真 16 のように板の側縁に抉り

込みを入れるタイプの田下駄は青谷上寺地のオ

リジナルといってもいいようなものかと思いま

す。それから、穂
ほ

摘
づみ

具
ぐ

としては石
いし

庖
ぼう

丁
ちょう

を皆さん

よくご存知だと思いますけれども、青谷上寺地
写真 10　木製品の集積が見つかった様子

写真 11　建築材 写真 12　蓋をした溝が見つかった様子
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遺跡では写真 17 のように木製のものがたくさ

ん出土しています。こういった農業のやり方が、

青谷の特徴だということを今日司会していただ

いている君嶋さんの研究で明らかになってきて

いるんですが、このようなことも具体的に分

かってくるところが青谷上寺地遺跡出土品の一

番の特徴で価値だろうというふうに思います。

君嶋　ありがとうございます。リアル、それか

ら生々しいという表現がありましたが、これま

でご説明してきたように出土品の保存状態が大

変よい。だからこそ、非常にたくさんの情報を

得ることができるという点で、まさに弥生の博

物館といっていい遺跡だと思います。

お二方の青谷上寺地遺跡の重要文化財指定に

ついての評価が確認できたところで、次に本日

の講演会のテーマであります弥生のブランドに

ついて、お話を伺っていこうと思うんですけれ

ども、北浦さん、そもそも、弥生ブランドって

何でしょうか。

北浦　はい、ちょっと個別具体な話をしたいと

写真 13　鉄製加工具 写真 16　田下駄

写真 17　木庖丁

写真 15　ガラス塊
かい

写真 14　玉作関連遺物
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思います。写真 18 は花
か

弁
べん

高
たか

杯
つき

の復元品ですが、

上のお皿の部分と下の台の部分が別々に出土し

ているのをつなぎ合わせた状態で作成しており

ます。

この花弁高杯という名称は、写真 19 のよう

に、このお皿をひっくり返したところに花びら

のような彫刻があるというところからそう呼ん

でいるんですが、本当にこれが花びらを意識し

たものかどうかは判断が難しい。要するにこれ

は、我々が発掘した時には、上下がついていな

い状態なので、パッと見た第一印象で、これ花

びらだと思ったところから始まっているんです

けれども、実際には写真 18 の形で使われてい

て、横から見るわけですよね。ですから、花び

らとしてイメージされるということはなかった

かもしれない。むしろ、弥生時代の高杯には台

の部分にスリットが入るのですがこのスリット

の本数がだんだん増えていって、その最後の始

末のところがこういう表現になっていると見た

方がひょっとしたらいいのかもしれません。た

だ私は、工人も作った時にこれは花びらだとい

うふうにきっと意識しただろうと思いたいので

すが。

この花弁高杯の特徴として２つの点が挙げら

れます。

ひとつは見た目を重視した容器で高い装飾性

があるということで、花弁模様とか、飾り耳、

透かしといった非常に精巧な作りで、硬くて木

目が美しいヤマグワが使われ、さらに赤く塗ら

れています。

もうひとつは、青谷上寺地遺跡で多数見つ

かっている一方で、日本海沿岸に広く分布をし

ているということです。ただし、出雲や北陸等

の遺跡では、それぞれの点数はせいぜい 1 点

程度しかないため、おそらく各地の有力者がそ

れを所有していたんだろうと考えられていま

す。

図３は花弁高杯の花弁模様を集めたものです

が、いくつかタイプがあります。ここには花弁

模様が４～６分割のものを挙げております。4

分割のものは少し花びらっぽくないんですが、

５分割のものは、花弁模様一つ一つの隙間の空

き具合がちょっと広くなっていて一番花びらっ

ぽく見えます。この 5 弁の花弁模様は、漆塗

りの容器の蓋と底に、赤い漆で描かれる場合も

写真 18　花弁高杯の復元品

写真 19　花弁高杯の花弁模様

図３　花弁模様各種
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写真 20　花弁高杯の飾り耳各種 図４　花弁高杯の出土遺跡

ありますが、こういう彫刻で表現する場合には

おそらく 4 分割が一番簡単にできる。その次

に簡単なのは 6 分割で、5 分割というのは、少

し幾何学的な知識も要るのでなかなか難しい。

だから単純に考えると、4 → 6 → 5 という順

番で進化していくと考えたら理解しやすいんで

すが、おそらくそんな単純なものではないんだ

ろうと思います。それぞれの工人のセンスとか、

或いは要望に合わせて作られてるんじゃないか

なと思います。

花弁もさることながらこの飾り耳というのも

とても特徴的な部分でして、かなり色々なタイ

プがあるんですが（写真 20）、実は一つとして

同じものはなく全部違います。青谷上寺地遺跡

で出土している 10 数点、さらに図４のように

東は石川県から西は福岡県までの範囲において

日本海沿岸のあちこちで出土しているものも、

すべての飾り耳が全部違う形、違う大きさをし

ています。基本的に花びらのような彫刻を施す

ことをベースとしながらも、こういうふうにミ

ニバリエーションをつけてるということで、こ

の辺りも非常に興味深いところです。

そしてこういった非常に装飾性に富んだもの

が、日本海沿岸の各地で使われていたというこ

とで、1 個 1 個それぞれ個別で作って、それを

出荷しているといった状況がうかがわれます。

この花弁高杯は、青谷からは、10 点以上出

土していますが、基本的にはそれ以外の遺跡か

らは１点ということで、やはり青谷上寺地で作

られたものが各地に送り出されていると見るの

が妥当ではないかと思います。そして、先ほど

も言いましたが、やはり各地の有力者層が所持

していたんだろうと考えられます。

そして、今日のタイトルになっております弥

生ブランドのブランドとは一体どういうことか

というところまず考えてみたいと思います。ア

メリカマーケティング協会というところではブ

ランドについて、「ある特定の商品やサービス

が消費者・顧客によって識別されているとき、

その商品やサービスを「ブランド」と呼ぶ」と

定義しています。一方的に作って一方的に売っ

ても、求める側がこれを欲しいというふうに思

わないと、ブランドにはならないわけですね。

今でも高級ブランドで鞄とか、時計とか色々あ

ると思いますけれども、それはやはりそれを欲

しいと思う消費者がいるからこそ成立するもの

だと。そう考えますと、この弥生ブランドとい

うものも、青谷上寺地が作る花弁高杯を求める

各地の有力者層がいて初めて成立するものだと

いうことです。なぜこれを欲しがったかという

と、社会学の少し難しい言葉で、威
い

信
しん

財
ざい

という

言葉があるんですね。威信財というのは、要す

るに非実用品で、かつそれを見せることによっ

て有力者の権威を示すことができるような効果

のあるものということで、まさに花弁高杯は当

時そのように認識されていたのだと思います。

青谷上寺地遺跡

袴狭遺跡

西念・南新保遺跡

白江梯川遺跡
白江念仏堂遺跡

西川津遺跡
五反配遺跡

姫原西遺跡

比恵遺跡
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写真 21　古墳時代の甲冑（金井東裏遺跡出土）

の復元品

また、長距離の交易で首長が外部の社会から入

手するということも重要です。つまり、うちの

リーダーは、遠く離れたところからこんな素晴

らしいものを手に入れることができるぐらいの

力を持っている、ということです。やはり地域

が、時代が変わっていく中で生き残っていかな

きゃいけないという時には、交易で色々なとこ

ろと繋がっていなければいけない、そういった

力がなければ有力者として認知されない、そう

いう側面があるんですね。そう考えますと、や

はり青谷上寺地の花弁高杯というのは、弥生ブ

ランドと言っても、差し支えないんじゃないか

と思う次第です。

君嶋　現代の私たちがブランド品を欲しがるの

と同じ意味で考えることもできますし、また一

方で、有力者が自分の権威を示すという、弥生

時代ならではの意味付けもあるということです

ね。横須賀さん、今のお話についてどう思われ

ますでしょうか。

横須賀　そうですね。確かにこの花弁高杯に関

しましては、青谷、この地域の一つのブランド

だったということがいえるんじゃないかと思い

ます。そして、私がすごく驚き感心してるのは、

そのブランドを独自に展開して、流通ルートを

開発して、主体的に色々なところに送り込んで

いたということです。

　私自身は、個人的なテーマとして古墳時代を

勉強してるんですけども、その地方独自のブラ

ンドの展開というのが、実は古墳時代から、な

いわけでは決してないんですがすごく見えづら

くなると感じています。写真 21 で示している

のは古墳時代の甲
かっ

冑
ちゅう

です。鎧
よろい

というと無骨なイ

メージがありますけど、小
こ

札
ざね

と言って、長さ５、

６センチ、幅が 2、3 センチの孔の開いた小さ

な鉄板を、まずは横に組んで段を作って、これ

をさらに縦にくみ上げていきます。横に組むの

を綴
と

じる、縦に組むのを縅
おど

す、というんですが、

そういった作り方をするんですね。これは平安

時代や鎌倉時代以降の大
おお

鎧
よろい

の作り方と共通して

います。あとは黒漆を塗っていたり、或いは縅

すのに、革紐だとかですね、組紐なんかを使っ

て、平安時代の大鎧ですと色々縅しとか、赤色

縅しなんてものもあったりしますが、古墳時代

のものも非常にカラフルな、いわゆる最上級の

工芸品だったと思うんです。ただ、例えばこの

甲冑のような古墳時代の最高級の工芸品ってい

うのは、実は地域に偏りなく、南は九州から北

は東北まで満遍なく出土します。というのはど

ういうことかと言いますと、古墳時代になると、

もう少し政治の中心っていうのがはっきりして

きて、大和政権というのができて、そこに権力

も、経済的なところも、工芸技術も、あらゆる

ものがそこに集中していくと。

　そして、その威信材的なもの、いわばステー

タスシンボルとなるような最高級の工芸品は、

中央から地方に渡されるものになってくるわけ

で、青谷上寺地で見られたような、地方独自の

展開っていうのが非常に見えづらくなります。

この後の時代、奈良時代になると、木
もっ

簡
かん

だとか、

風
ふ

土
ど

記
き

なんかで、各地の特産品っていうのはよ
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写真 22　会津漆器

く分かるんですけども、それにしてもやはり皆

さん知っておられるように、租
そ

庸
よう

調
ちょう

の庸
よう

として

税として中央に集められてるイメージがどうし

てもついてしまう。

では、弥生ブランドに近いものは何かって考

えたときに、思い浮かぶものを紹介します。私、

長いこと会津若松の博物館で働いてまして、す

ごく親しみがあるんで紹介したいと思います。

写真 22 が会津漆器といって会津の特産品なん

ですが、こういったものがいつ開発されたかっ

ていうと、実は江戸時代なんですよね。全国各

地で、各藩が財政を何とか立て直そうといって、

いろんな産業を起こして、それでネットワーク

を作って流通させた。弥生ブランドはそういっ

た姿に非常に似ているんじゃないかということ

を、ひとつ感想になってしまうんですけども思

いました。こういった展開っていうのは、実は

現代のですね、企業なんかも通じるところがあ

るんじゃないかと、そういうイメージを持って

おります。

君嶋　ありがとうございました。古墳時代から

近世に至るまでのブランドがどういうものかと

いうことで、ご説明をいただきました。

　実は会場から、「ブランドになるためのＰＲ

の方法は」というご質問をいただいております。

当然、インターネットやＳＮＳなんかない時代

ですよね。北浦さんのお話にありました、青谷

ブランドとしての花弁高杯が非常に人気があっ

て、流通していたということはよく分かったん

ですけれども、ここで気になるのが、非常に遠

く離れた日本海沿岸の各地で、どうして花弁高

杯というものの存在が知られ、それが欲しがら

れたのでしょうか。このブランドについての情

報っていうのはどうやって共有できたんでしょ

うか。北浦さん、そのあたりはどのようにお考

えでしょう。

北浦　ＰＲの方法ですか。口コミだろうと思う

んですけれども、その伝言ゲームをしていくた

めのネットワークというのは当然必要なわけで

すね。先ほどの横須賀さんのご講演にもありま

したけれど、玉が弥生時代中期頃に青谷のブラ

ンド品だったということがありましたけれど、

最近の調査で、実際に青谷で玉を作っていたこ

とがわかる状況というのが発掘されました（図

５）。管玉という種類の玉以外にも、玉の材料

となる石を切るためののこぎりのような薄い石

の板ですとか、穴をあけるための針ですとか、

そういったものも含めたものが、この発掘した

範囲のこの赤く示した部分で集中的に出土して

いるということなんですね。ただ、建物が上に

建っていたという状況は確認できなかったんで

すけども、何ららかの覆い屋のようなものが

あって、その下に玉作りの場所があったことは

想定されるところで、青谷で玉を作っていたこ

とはもう間違いないだろうというところです。

そして、作られた玉が九州の王
おう

墓
ぼ

の甕
かめ

棺
かん

に副

葬品として納められているという状況がありま

す。この玉の原石は石川県小松市の菩
ぼ

提
だい

という

ところから取れるんですけど、これが青谷に持

ち込まれそれを加工して九州のお墓で副葬され

ている。もちろん一方通行ではなくて見返りが

なければ交易ということは言えなくて、朝鮮半

島や大陸に近い九州は鉄器や青銅器を見返りと

して分配していくというネットワークがあると

いうことがいえると思います（図６）。この流

れと図４に示した花弁高杯の出土遺跡がかぶっ

てくるわけですね。
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花弁高杯の流通は、大体 1800 年ぐらい前の

弥生時代後期、この玉の流通よりも 200 年ぐ

らい後の話になるのですが、どうもこのあり方

というのがこの日本海沿岸地域の交易ルートに

重なってくる。だから、時代は移っても、この

ルートがずっと存続していく中で、こういうも

のを作ってるんだという宣伝をしたかどうか別

として、青谷上寺地ではこういったものを作る

技術があるということが知られていて、何か威

信材のような、ステータスシンボルになるよう

なものを作れないかという相談があったかもし

れないし、そういうニーズにこたえて、最終的

には美しい花弁高杯に至ったのかもしれませ

ん。青谷はどうも、中継加工貿易都市みたいな

感じがあるので、そういったニーズに敏感に反

応できるということがあったのではないかと。

また、このルートを使えば各地で同じような情

報を共有することもできたんじゃないでしょう

か。ものだけが動いてるんじゃなくて人も一緒

に動くわけですから、そういう人たちの口伝え

で、青谷上寺地はなかなかすごいものづくりを

していて精巧なものを作る腕前を持ってるとい

うことはみんな知っていたんじゃないかなと思

う次第です。

君嶋　もう一つ、「交易の対価はなんですか、

物々交換ですか」という会場からのご質問もあ

るんですが、今のお話からしますと、例えば弥

生時代中期であったら、玉と鉄とか、後期であっ

たら、高杯と鉄とか、そういった交換というイ

メージでいいですかね。

北浦　基本、そうだと思いますし、これまでも

そういう解釈が強く言われてきているところな

んですが、最近ちょっと風向きが変わった部分

もあります。先ほどお話がありました中国の新

という国で作られた貨泉（写真 23）というお

金ですが、こういったものは日本の各地の有力

な集落遺跡からしか出てこないんです。かつて

は弥生時代に貨幣流通経済があったなんて信じ

られないという前提があって、青銅器を作る材

料として使われていたんだと言われてきたんで

すけれども、ひょっとしたら一部でそれが貨幣

として流通してるんじゃないかということを主

張する動きも最近は出てきているようです。

君嶋　こういうお話を聞いていますと、弥生時

図５　玉類が集中して出土した箇所（第 17 次発掘調査）
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代のイメージが、随分と変わってきていること

が分かります。お米づくりだけをしていたわけ

ではなくて、こうやって海に漕ぎ出していって

交易をする、随分アクティブなイメージが描け

るかと思うんですけれども、横須賀さんはどう

思われますか。

横須賀　そうですね、やはりこれだけ広域に動

き回っていたということは驚きですが、青谷の

出土品を見れば、農業だけやってる牧歌的な農

村というイメージではなくて、もっと複雑かつ、

多様な村の姿というのが、描き出せるんじゃな

いかと思います。田下駄があったり農具があっ

たりということからは、農業を生業にされてい

た方がいたことは確かです。ただ、漁労具を含

む多様な骨角器からはお魚をとったり貝をとっ

たりする専門の方が、非常にたくさん出土して

いる建築部材からはいわゆる大工さん的な人も

もちろんいたことが分かります。それには木を

切り出す工具なんかもたくさん出てますので、

そういった職人さんもいたはずですよね。さら

にはこれだけの規模の村を経営する人、今の政

治家的な方もいたはずです。当時は政治と祭祀

は切り離せないものですから、たくさん出土し

ている祭祀具が示す祭祀執行者がそのような人

に当たるのかもしれません。

それに加えて、このようなすばらしいものづ

くりの専門技術者も存在していて、それを外に

出していく、営業さんというか商売人というか、

そういう性格だけを持った人だとは限らないん

ですけども、そういった人も恐らくはいたんだ

ろうと。

かなり多様な社会的分業があって、いろんな

生業、いろんな役割を持った人たちが、村の中

には共存していたと。そういうイメージをぜひ

この青谷上寺地遺跡の出土品から感じ取ってい

ただきたいなと思っております。

図６　玉を中心とした交易

写真 23　貨泉



青谷上寺地遺跡発掘調査研究年報 2021

40

君嶋　ありがとうございます。このところ取り

組まれております青谷上寺地の人骨の DNA 分

析からも、弥生時代のイメージを変えるような

成果があったということでテレビや新聞で報道

されていますけれども、北浦さんにこのあたり

ところを教えていただければと思います。

北浦　はい。青谷上寺地遺跡からは 5300 点以

上の人骨が出土していて、現在、国立科学博物

館などと共同研究でＤＮＡの分析をしていま

す。その結果、図７の円グラフにあるように、

全部で 32 体を分析したところ、なんとそのう

ち 31 体から渡来系であるＤＮＡが見つかり、

縄文系は１体だけという結果が出ております。

つまり在地の人は 1 人しかいなくて、後は全

部渡来系の人たちの血筋を受け継ぐ人達という

のが分かったというところは非常に大きいと思

います。少し難しい話になるんですが、ＤＮＡ

の塩基配列というのがあって、それが継承され

ていく中で突然変異を起こすことがあります。

この型をハプロタイプというんですが、祖先が

共通のハプロタイプを持ってる人たちの集団を

ハプログループと呼ぶんです。実は今回分析し

ているＤＮＡはミトコンドリアＤＮＡといっ

て、お母さんから子供にしか受け継がれない、

つまり母系を追跡できる遺伝子なんです。それ

を分析していった結果、たくさんのハプログ

ループがあることが分かったと。そして、これ

らの出自を、これまでの調査の蓄積からたどっ

ていくと、中国大陸のあちこちに分布している

ハプログループであることが明らかになりまし

た（図７）。

だから、青谷上寺地には中国大陸のあちこち

に出身地を持つ人たちの子孫たちが集まってき

ているということがいえるんです。また、それ

だけではなくて、これだけハプログループが分

かれているということは、お母さんが違うとい

うこと、つまり全部他人ということなんですね。

普通、弥生時代の農村社会っていうと、村じゅ

うが一族みたいなイメージがありますけどそう

じゃないです。みんな他人で、親戚がいないん

です。

そういった人たちが青谷上寺地に集まってき

ている、まさに交易都市のような集まりではな

いかと考えられます。

君嶋　DNA から見ると色々な人が出入りする、

都会のような状況であったということで、これ

もやはり弥生時代のイメージを大きく変える成

果と思います。これはもう、青谷上寺地は村と

いうより、港町といったほうがいいんじゃない

かなと個人的にも思っているところです。この

ように繁栄を謳歌した青谷上寺地遺跡なんです

けれども、栄枯盛衰は世のならいでございまし

て、古墳時代になりますと、どうもこの繁栄に

陰りが見え衰退していく。青谷の弥生ブランド
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図７　人骨ＤＮＡ分析の結果（ミトコンドリアDNAハプログループ（左）とその分布（右））　
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も絶えてしまうわけなんですよね。これもまた

会場から、「ブランド品の技術の伝承はどのよ

うにしていたんですか」というご質問がきてい

ますが、この青谷上寺地のものづくりの文化と

いうのは、後世に受け継がれることはなかった

んでしょうか。少し話が飛んでしまうようなん

ですけれども、例えば現代の鳥取県にですね、

弥生時代のものづくり文化のＤＮＡというもの

が、わずかでも受け継がれているということは

ないのか、鳥取県出身の北浦さん、どのように

お考えですか。

北浦　大変難しいですね。私が全くそういう素

養がないので説明し尽くせないところがあるん

ですけど。何とも分からないところなんですが。

ただ、皆さんも今日ご覧いただいたんじゃない

かと思いますが、この会場の外で建具屋さんの

展示をしておられて、非常にすてきな木の香り

がしているのを、なかなかいいなと思ったとこ

ろで、現在の鳥取の人達にも、工芸の技術って

いうのは確実に何か伝わってるんだろうなって

いうことをは感じないわけではないんですけれ

ども。

実は大阪の狭
さ

山
やま

池
いけ

博物館の館長をしておられ

ます考古学者の工
く

楽
らく

善
よし

通
ゆき

先生という方がいらっ

しゃいまして、以前青谷上寺地遺跡の発掘調査

委員会で大変お世話になったんですが、この方

に平成 27 年に私どもが隔月で行っております

土曜講座にて、ご講演とトークセッションをし

ていただいたんです。「弥生時代の用と美の誕

生～青谷上寺地遺跡から吉
よし

田
だ

璋
しょう

也
や

まで～」と

いうテーマで、鳥取県を代表する民芸運動の

リーダーの吉田璋也さん（写真 24）と青谷上

寺地遺跡の出土品を絡めて語るという非常に斬

新なものでした。工楽先生はもともと弥生・古

墳時代の木製品の専門でいらっしゃって、吉田

璋也さんがプロデュースされて作られた木工品

に何か弥生時代の工人たちのＤＮＡが引き継が

れているんじゃないかというようなことを見抜

いておられたようなんですね。

吉田璋也さんは、他の方が伝統工芸にイギリ

スとか朝鮮半島あるいは中国などのいろんな美

術の要素を取り入れながら、新しい民芸工芸品

というものを創出していったのに対して、日本

の民芸運動の旗振り役でありました柳
やなぎ

宗
むね

悦
よし

さん

の思想を引き継いで鳥取で独自の運動を進めて

いかれます。その柳宗悦さんの思想をよく表

す言葉に「用の美」というものがあるんです

ね。それは、「名も無き職人によって生み出さ

れた日用の雑器や生活道具の中にこそ真の美し

さがあり、生活に根差したものを作り使うこと

によって民衆の生活に美しさがもたらされる。」

と説明されています。つまり、最初から美しい

もの、芸術作品を作ろうとしたわけではない、

普段使うものを純真無垢な気持ちで作ったこと

によってそこに美しさがある、それこそが、新

しい美の発見であるというようなことで、民芸

運動というものを進められていくわけです。

この柳宗悦さんは大変著名な民芸運動家なん

ですけど、実は青谷とは浅からぬ縁のある方で

す。例えば青谷には妙
みょう

好
こう

人
にん

因幡の源
げん

左
ざ

さん（妙

好人：浄土真宗の在家の信者）という方がいらっ

しゃって、その言行録をまとめられるために、

青谷に１ヶ月ぐらい滞在されています。それか

ら、つい最近、県の無形文化財の指定に染色と

糸
し

布
ふ

（和紙を糸にして織る織物）の保持者とし

写真 24　吉田璋也氏　
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て山
やま

下
した

武
たけし

さんという方が選定されましたが、実

はこの山下さんは青谷の方でして、しかも、柳

宗悦さんの甥御さんに弟子入りして修行されて

います。

そういった柳宗悦さんの思想を受け継いだ吉

田璋也さんが鳥取の地で色々な民芸品のプロ

デュースをして、しかもそれを作るだけではな

くて、販売のルートも開発して、自分でたく

み工芸店（写真 25）というようなお店も開い

たりして、職人さんが生活ができるようなとこ

ろまで考えていくという展開をしていくわけで

す。

そして例えば、戦前の吉田璋也プロデュース

作品をたくさん作られた虎尾正次さんの電気ス

タンドなど、その風合いが花弁高杯に似ている

ところがあるように思われませんか？（写真

26）。それから、鳥取民藝美術館に展示されて

いる栓抜きのカーブのあり方など、杖の先端に

つける飾りに付けられた模様の形に似ているな

と、私は勝手に思っています（写真 27）。

この吉田璋也さんの薫
くん

陶
とう

を受けた方が、その

後、県の無形文化財の木工芸の保持者として、

２人選定されています。若桜町の茗
みょう

荷
が

定
さだ

治
はる

さん

と、倉吉市の福
ふく

田
た

豊
ゆたか

さんです。福田さんのお父

さんの祥
あきら

さんが先ほどの虎尾さんのところのお

弟子さんでして、電気スタンドとかテーブルな
どを作っていらっしゃいます。

そして茗荷さんは、お盆とか茶器を作るなか

で木目をとても大切にして、その美しさを表現

するところに苦心されておられます。

こういった作品と青谷上寺地遺跡の出土品を

並べてみるとあまり違和感がないと思いません

か？思っていただけたらありがたいんですけれ

ども、これにはやっぱりものづくりに通
つう

底
てい

する

思いがあるのではないかと思います。

吉田璋也プロデュース作品を作られた職人さ

写真 26　鳥取民藝美術館所蔵電気スタンド（上）と

花弁高杯復元品（下）　

写真 27　鳥取民藝美術館所蔵の栓抜き（上）と

儀仗の把頭（下）　
写真 25　たくみ工芸店　

※電気スタンドは虎尾正次氏の作風を継承した現代作家
　によって作成されたもの
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んも、職人であるという意識を強く持って仕事

をしておられて、決して芸術家という認識で

はないのではないかというふうに思うんです

ね。弥生時代の人たちも当然そうでして、美と

いう観念はおそらくなかったんだろうと思うん

です。結果として美しいものができていますけ

れどもね。こういった純粋無垢な気持ちで作り

ながら、しかも少し遊び心のようなものを加え

ていった部分もあるのかなと思います。例え

ば写真 28 は、ヤマグワという硬い木で作った

桶形の容器ですが、こういう胴部のそりのよう

なカーブをつけるとか、縦長の細いスリットを

たくさん入れるとか、底に小さな突起を付けて

少し浮かせるといったあしらいって、使う上で

必要のないものだと思うんですよね。その他の

桶形容器にも蓋に２段の段をつける（写真 29）

とか、胴部を浅く彫って段をつける（写真 30）

とか、やはりちょっとしたデザインというもの

をあしらうものがあります。

写真 31 はアカトリといって最近でも使って

いる民俗例がありますが、舟に入ってくる水を

すくい取って外に捨てるための道具です。この

アカトリは特異な例でして、柄の部分に孔を空

け菱形状に加工しております。これも必要のな

いあしらいなんですけれども、この辺の風
ふう

合
あ

い

に、先ほどの民芸の作品に少し通じる部分があ

るんじゃないかなと感じています。

写真 32 の鋤
すき

の柄
え

、つまりスコップの柄の持

ち手の部分とか、写真 33 の木
き

鎌
がま

の持ち手の部

分のカーブ、これらは機能性を考えた上での結

写真 30　桶と底板　

写真 29　蓋　

写真 28　桶形容器と蓋　

写真 31　アカトリ　

写真 32　鋤の柄　
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写真 33　木鎌　

写真 34　匙　

果としてのカーブになってるかもしれませんけ

ども、この辺も何か美しさを感じます。

写真 34 は匙
さじ

です。弥生人は、手づかみで物

を食べると魏
ぎ

志
し

倭
わ

人
じん

伝
でん

に書いてありますけれど

も、匙はちゃんと使ってたようです。おそらく

青谷上寺地遺跡は日本で一番匙が出土している

遺跡ですが、それぞれが個性を持った形をして

いますね。1 個 1 個、一つとして同じでないも

のを作るといったあたりに、匠の意地といいま

すかね、感性みたいなものを、感じられて大変

面白いなと感じます。

こうして見ると、やはり青谷上寺地遺跡の弥

生のものづくりというのが、文化の遺伝子とし

て現在に伝えられているんじゃないかなと思っ

てます。

君嶋　ありがとうございました。2000 年前の

青谷上寺地と鳥取の民芸が、結びつきました。

横須賀さん、今の話にあったような過去から現

在の文化の継承について、何かお話いただけま

すでしょうか。

横須賀　はい。今言われた文化の遺伝子とか地

域のＤＮＡっていうものは、重要文化財の指定

の仕事をしてましても、割と感じることが多く

て、少しその辺のご紹介をしたいと思います。

写真35は会津若松から少し新潟側に入った、

奥
おく

会
あい

津
づ

の三
み

島
しま

町にある荒
あら

屋
や

敷
しき

遺跡という縄文時

代の遺跡の出土品で、平成 30 年度に重要文化

財の指定となりました。先ほど会津漆器を紹介

しましたが、荒屋敷遺跡出土品の何が特徴的

かって言いますと、やはり漆なんです。１の糸

玉はこれ何に使ったのかはよく分からないんで

すが、糸を束ねた上に赤い漆を塗って固めてあ

るんですね。こういった不思議なものも出てま

すし、２はパレットに用いられた土器です。３

は石
いし

皿
ざら

で、実際に赤色の顔料のベンガラを潰す

ための台となったものです。

もちろん製品もたくさん出てますが、これら

の出土品から実際製品を作っていたことが分か

ります。これらの時期は、弥生時代の前、縄文

時代晩期で、二千数百年前というふうなことに

なるんですが、その時代からおそらく会津漆器

に伝わったＤＮＡがあるんじゃないかなと感じ

た例の一つです。

私は茨城出身なので、会津ばかりほめている

と、茨城の人に怒られそうなので一つ例を出し

たいと思います。写真 36 は茨城県の結
ゆう

城
き

市で

つくられている結
ゆう

城
き

紬
つむぎ

という絹織物です。また、

結城市だけでなく、隣の栃木県の小
お

山
やま

市とか、

下
しも

野
つけ

市といった鬼
き

怒
ぬ

川
がわ

沿いの地域では名前は違

うんですけども盛んに絹織物が作られてます。

この鬼怒川は、今は非常に暴れ川で、数年前も

大きな水害を起こした川なんですけども、元々
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は絹
きぬ

川
がわ

として常
ひ

陸
たち

風
ふ

土
ど

記
き

にも載っている、奈良

時代にまでさかのぼることのできる絹織物産地

です。

写真 37 は平成 29 年度に指定したもので、

やはり鬼怒川沿いの下野市の甲
かぶと

塚
づか

古墳から出土

した機
はた

織
おり

埴
はに

輪
わ

です。２つがそれぞれ違う種類の

織
しょっ

機
き

を表現していて、向かって右側の織機の

上にはですね、ご丁寧に人まで乗っています。

復元するとカラフルな服を来た人が白黒で染め

分けた織機で織物を織っているということにな

写真 35　荒屋敷遺跡出土品　

写真 36　結城紬　

写真 37　甲塚古墳出土埴輪（上・中）と

その復元品（下）　

1

２

３
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ります。実はそういうものを表現した埴輪は日

本でこれが唯一なんですが、それがここから出

てくるのは必然性があって、現在の絹織物に繋

がってくるのは間違いないんじゃないかと思っ

てます。

このように、その地域に根差した DNA とい

うのは、今は見えづらくなってることはあるか

と思うんですが、何かしら受け継がれてる部分

は大きいんだと感じているところです。

君嶋　ありがとうございます。縄文時代、弥生

時代、古墳時代といいますと、1000 年以上も

昔のことでございますので、何かこう今の我々

と全く関わりのない社会のような印象を持ちが

ちだと思うんですけれども、今のようなお話を

伺いますと身近といいますか、時間の長さがそ

れほど感じられないといいますか。現代に繋

がっているっていうことを感じられるっていう

のは、本当に素晴らしいことなんじゃないかな

と思いました。

では最後にですね、お二方にお聞きしたいと

思います。お二方とも、指定に向けての調査の

中で、1000 点以上の製品をひとつひとつつぶ

さにご覧になられたわけなんですけれど、この

たくさんの指定品の中で、自分はこれが一番素

晴らしいと思われたもの、お気に入りの一品を

お聞かせいただければと思います。では横須賀

さんから。

横須賀　やはり、図８のサメや魚の絵が描いて

ある資料ですよね。一番素晴らしいというより

は、私が一番好きな資料です。考古学を勉強し

て今こういう仕事に就いてるんですけども、考

古学が苦手な私としてはですね、なかなか考古

学では解明できない、こういった精神的な資料

図８　魚の意匠　 写真 38　不明木製品　
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にやはりロマンを感じるといいますか。サメと

言ってますけど、君嶋さんに教わったところで

はボラ説もあるらしいですが、そういうことを

一つ一つ考えるのも、楽しいんじゃないかと。

ただ私としては、やはりどうしても心情的に因

幡の白兎の話とつなげたくなりますね。その地

域のＤＮＡってことを考えても、間違ってない

んじゃないかと感じてるところです。もう１点

挙げさせていただれば、我々がマジカルステッ

キと呼んでいた写真38を選びたいと思います。

渦巻状の文様がついた杖のようなもので、実は

柄のところに穴があいていて何かを差し込める

ようになっています。何に使ったのかというと

ころは、おそらく君嶋さんあたりが解明してく

れると思いますので、今後の成果を期待してお

ります。

君嶋　はい、大変難しい宿題をいただいてし

まったようでございます。北浦さんいかがで

しょうか。

北浦　おすすめということになると花弁高杯で

すとか桶型容器とかそういったものが一番だろ

うなと思いながらも、それではちょっと意外性

がないので、ちょっとマニアックな逸品をご紹

介したいと思います。

それは図９の櫛で、鹿の角を加工したもので

厚さが 1.5 ミリぐらいしかないのですが、先っ

ぽに 5 本の歯を刻んで付けてるというもので

す。この薄く作るのもすごい技術だなと思いな

がらですね、頭の部分にうっすらと刻まれてい

る文様に心惹かれます。

まず下に平行線と山形のような模様があっ

て、上の平行線の上に三つ、尖ったものが突き

出ているような線が刻まれています。

これは何かっていう正解はないんですけど、

実は私、この文様が海面からサメの背びれが出

ている様子を表現しているのではないかという

妄想を抱いておりまして。よく見るとこの線の

隙間に赤い顔料が残っていて、本来は真っ赤に

塗られていたんだろうなと思うんですけれど

も、そういったオシャレなことをしているなか

に、さりげなくこういうことを表現するところ

になかなかにくいなと思うところでございま

す。加工の技術のすばらしさと、青谷の海辺の

風景を表現する心、これぞ青谷上寺地かなとい

うふうに思った次第です。

君嶋　ありがとうございます。この櫛は私も何

回も見ているはずなんですが、サメだと思って

見たということはなくてですね、まだまだ隠れ

た魅力というものが、この指定品の中にも見つ

けられるのかもしれません。

会場の皆さんも、今挙げられたような展示品

をこれからご覧になることがありましたら、今

日聴かれた話を思い出しながら見ていただくの

も一興かなと思います。さて皆さんのお気に

入りの逸品はどれになるんでしょうか。もし、

まだそういった逸品がないという方がいらっ

図９　櫛に描かれた文様
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しゃったら、これからぜひ見つけていただけれ

ばと思います。

まだまだお話を伺いたいところですけれど、

ここでお開きにさせていただければと思いま

す。本日は青谷上寺地遺跡を通して、弥生時代

のイメージが大きく変わる日になったのではな

いかと思います。

【挿図・写真の出典】

写真 21　群馬県立歴史博物館より画像提供

写真 22　福島県立博物館より画像提供

写真 24・25　鳥取民藝美術館より画像提供

写真 26 上・27 上　鳥取民藝美術館所蔵資料

写真 35　三島町教育委員会より画像提供

写真 36　結城市観光課より画像提供

写真 37　下野市教育委員会より画像提供


